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Research Abstract

アリナミンを⽤いた静脈性嗅覚検査を他覚的検査に発展させるための、脳波と呼吸曲線を測定し以下の結果を得た。尚、対象とした被験者はすべて、インフォーム
ドコンセントを得た⼈々である。 

All

 
Search Research Projects How to Use

javascript:history.back();
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qc=Grant-in-Aid%20for%20Exploratory%20Research
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qd=Medicine/%E5%A4%96%E7%A7%91/Otorhinolaryngology
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qe=Kanazawa%20University
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-11877292/?lid=10272965&mode=nrid-d
https://support.nii.ac.jp/kaken/project_details
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://support.nii.ac.jp/kaken/howtouse/


Published: 1999-03-31   Modified: 2016-04-21  

Report (2 results)

2000 Annual Research Report

1999 Annual Research Report

Research Products (2 results)

All  Other

All  Publications (2 results)

URL: https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-11877292/

1)アリナミンを嗅覚正常な被験者に20秒間で2ml静脈注射すると、注射後10〜20秒程度で、前頭部に30〜200Hzを主成分とする脳波のバーストが現れた。このバ
ーストは、⽣理⾷塩⽔の静脈注射では、出現しなかった。 
2)各種の嗅覚障害の患者で、1)と同様の実験をすると、呼吸性嗅覚障害では、本⼈の⾃覚と⼀致してバースト脳波が記録されることもあったが、嗅上⽪性嗅覚障害
では記録されなかった。中枢性嗅覚障害では、バースト脳波が記録される例と、されない例があった。バースト脳波は嗅球由来と推測されるので、この場合、記録
される例は、障害部位が、嗅球より⾼位と理解した。 
3)被験者の⾃覚と脳波バーストを⽐較したところ、注射をしてから反応がある、潜伏時間は有意な相関が有ったが、持続時間は、相関がなかった。 
4)呼吸曲線と静脈性嗅覚の⾃覚を⽐較すると、ニオイの⾃覚時に呼吸曲線が変動することが多く、呼吸の観察によっても他覚的静脈性嗅覚検査が可能と思われた。 
5)以上より、脳波や呼吸を調べることによって、他覚的静脈性嗅覚検査が可能と思われた。 
6)開発した脳波を⽤いた静脈性嗅覚検査を⾏う装置を、⾦沢⼤学学⻑名義で国有特許出願を⾏った。(特願2000-293543)
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